
●
交
通
安
全
対
策
は
、
昨
年
２
月
　
日
に
交

１３

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
悲

惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
に
向
け
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
「
事
故
に
遭
わ
な
い
・
事
故
を
起

こ
さ
な
い
」
と
の
基
本
認
識
の
も
と
、
家
庭
・

職
場
・
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
交
通
安
全
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

●
防
犯
対
策
は
、
特
殊
詐
欺
な
ど
に
よ
る
高

齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
事
件
が
次
々
発
生
し

て
い
る
実
態
か
ら
、
連
合
町
内
会
や
福
祉
機

関
・
警
察
な
ど
が
連
携
し
、
高
齢
者
世
帯
の

見
回
り
や
声
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
主

体
型
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
子
ど
も
や

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

●
消
防
体
制
は
、
さ
ら
な
る
消
防
体
制
の
充

実
強
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
地
域

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
被
害
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
体
系
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
開
始
か
ら
２
年
経
過
し
、
平
成
　
年
２８

　
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

１２果
か
ら
課
題
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
利

用
者
の
視
点
に
立
っ
た
運
行
に
つ
い
て
、

バ
ス
事
業
者
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

●
防
災
・
減
災
対
策
は
、
多
発
す
る
自
然

災
害
へ
対
応
す
る
た
め
「
小
平
町
職
員
災

害
時
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
迅
速

な
行
動
へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、
日
本
海

沿
岸
地
域
の
新
た
な
津
波
浸
水
想
定
に
基

づ
く
「
小
平
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改

定
及
び
小
平
町
津
波
避
難
計
画
の
策
定
」
を

進
め
、
住
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の

確
保
に
努
め
ま
す

　
ま
た
、
国
道
　
号
線
の
強
靭
化
対
策
に
つ

２３２

き
ま
し
て
は
、
平
成
　
年
度
、
管
内
各
市
町

２８

村
長
の
同
意
に
基
づ
き
「
留
萌
管
内
道
路
整

備
国
道
　
号
・
　
号
強
靭
化
促
進
期
成
会
」

２３１

２３２

を
設
立
し
、
国
土
交
通
省
北
海
道
局
局
長
に

対
し
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

事
業
化
予
算
の
確
保
に
向
け
た
積
極
的
な
要

望
活
動
を
国
に
対
し
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
情
報
系
整
備
で
は
、
町
内
の
居
住
区
域
全

域
が
携
帯
電
話
通
話
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
情
報
通
信
環
境
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、

国
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
ま
す
。

 

●
少
子
化
対
策
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
町
の

２７

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
教
育
・
保
育
の
給
付
を
支
給
し

て
お
り
、
保
育
料
・
医
療
費
の
無
料
化
や
保

育
時
間
の
延
長
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
継
続
し
ま
す
。

●
高
齢
者
対
策
は
、「
高
齢
者
の
社
会
活
動

等
参
加
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
よ
り
、
地
域
で

の
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康

で
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
生
き

が
い
対
策
や
健
康
寿
命
の
延
長
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

向
け
、
健
康
な
体
と

意
欲
の
高
揚
が
図
ら

れ
る
よ
う
一
層
配
慮

し
ま
す
。

●
障
が
い
者
施
策
は
、

障
害
を
持
つ
方
や
子

ど
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
町
づ

く
り
を
一
層
進
め
、

今
後
も
確
実
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
面
で
の
自
己

管
理
意
識
を
向
上
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

健
康
出
前
講
座
の
実
施
や
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
生
活
改
善
、
健
診
受
診
の
勧

奨
を
行
い
、
町
民
の
健
康
維
持
に
向
け
た
一

層
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
晩
婚
化
の
社
会
的
な
要
因

に
よ
り
、
不
妊
が
増
え
不
妊
治
療
な
ど
を
受

け
る
方
も
増
加
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
を
少
子
化
対
策
の
促
進
を
図
る
こ
と
も
加

味
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
介
護
施
策
は
、
平
成
　
年
度
よ
り
新
し
い

２９

総
合
事
業
が
実
施
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
介
護

予
防
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
介
護
予
防
に
係
る
事
業
の
充
実
を
図

り
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生

活
支
援
な
ど
が
包
括
的
に
提
供
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
化
率
の

上
昇
に
よ
り
被
保
険
者
数
の
増
加
な
ど
に
伴

福

祉

施

策

医
療
・
介
護
施
策

予 算 額主な施策内容

14，098千円臨時福祉給付金事業

1，058千円高齢者社会活動等参加ポイント事業

3，300千円高齢者交通費助成事業

3，136千円緊急通報サービス委託料

1，300千円障がい者相談支援事業委託料

４

予 算 額主な施策内容

60，893千円南部留萌衛生組合ごみ処理場管理運営負担金
1，323千円合併処理浄化槽整備事業
20，000千円橋梁長寿命化調査設計委託料
130，000千円橋梁長寿命化修繕工事
12，000千円橋梁定期点検事業負担金
20，000千円町道舗装維持補修工事
13，200千円小河川護岸復旧工事
80，892千円除排雪業務委託料
3，899千円道路灯ＬＥＤ照明導入事業
24，000千円新町団地改善事業
4，500千円住環境整備費助成事業
3，000千円住宅新築・増改築費助成事業
15，979千円デマンドバス運行事業補助金
23，436千円生活交通路線維持費等補助金
3，996千円防災ハザードマップ改定事業
4，000千円津波避難計画策定事業
2，063千円職員災害時初動マニュアル策定事業


